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ま え が き

この報告書は、浦添市市民部環境保全課のご依頼により実施した「地質･測量･磁気探査

等業務委託」に伴う土質調査の結果をまとめたものであります。

本調査は、当該地の土層構成・状態とその性状などを明らかにし、今後の設計・施工

に必要な基礎資料を得ることを目的として実施したものであります。

ここに調査を終了しましたので御報告致します。



調査地案内図

浦添市伊奈武瀬地内

調査地
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§1．業 務 概 要

1-1 概 要

1) 委 託 名 ： 地質･測量･磁気探査等業務委託

2) 位 置 ： 浦添市伊奈武瀬地内

3) 発 注 者 ： 浦添市 市民部 環境保全課

4) 受 注 者 ： 株式会社 イーエーシー

5) 履 行 期 間 ：(自)令和元年 5月21日

(至)令和元年 9月27日

6) 調 査 内 容

a) 試 錐 工 ： ロータリー式ボーリング(孔径φ66mm)

孔 数 ： 7 孔

試錐長 ： 385 m

b) 原位置試験

標準貫入試験 ： 385 回

c) 安全管理

2 2磁気探査(水平) ： 7箇所×3.0m =21.0m

磁気探査(鉛直) ： 7箇所×15.0m=105.0m

表1－1 調 査 数 量 表

孔 標 掘
層 別 掘 進 長 （m） 標準貫入試験（回）

進
内 訳

番 高 長 φ66mm (オールコア)
EL

粘性土 砂 礫混り 粘性土 砂 礫混り
No. 泥 岩 泥 岩(m) (m)

シルト 砂質土 土 砂 シルト 砂質土 土 砂

B-1 3.33 52.00 6.95 4.30 38.75 2.00 6 4 39 3

B-2 3.43 53.00 13.60 2.40 35.50 1.50 13 2 36 2

B-3 3.29 60.00 12.20 11.00 34.30 2.50 12 11 34 3

B-4 3.29 55.00 18.50 1.65 30.65 4.20 17 2 31 5

B-5 3.35 55.00 13.05 11.50 28.25 2.20 13 11 28 3

B-6 3.20 55.00 12.65 9.80 26.35 6.20 12 10 26 7

B-7 3.24 55.00 21.85 4.90 24.75 3.50 21 5 25 4

合 計 385.00 98.80 45.55 218.55 22.10 94 45 219 27
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1-2 調査方法

ボーリング調査は、ロータリー式のハイドロリックフィード式試錐機(YBM-05D,)を使用

し行った。ボーリング孔径はφ66mmとし掘削を行った。また、必要に応じては孔壁保護を

目的とするφ86mmのケーシングイプによる送水掘りを平行して行った(図－2.1参照)。

標準貫入試験は、原則として1ｍ毎に実施し、N値の記録は10cm毎の打撃回数あるいは打

撃回数が50回の時の貫入量を記録した｡ハンマーの落下方法は｢半自動式装置｣を採用した｡

(図－2.2参照）

1)使用機械器具

ボーリング機械 ハイドロリックフィード式 (YBM-05DA-2,吉田鉄鋼)

（図-2.1参照）

標 準 貫 入 試 験 JIS A 1219に規定されるもの

（図-2.2参照）

コ ア バ ー レ ル シングルチューブコアバーレル

ボーリングビット メタルクラウン

孔 壁 保 護 φ86mmケーシングパイプ

ボーリングポンプ カーツ(株)SX-251
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図－2.1 ボーリング装置概念図
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2) 標準貫入試験

標準貫入試験は、原位置における地盤の硬軟、締まり具合の相対値を求めるためのN値の

測定と乱した試料採取を目的とする。下記に標準貫入試験の概念図を参照。

土の標準貫入試験方法（JIS A 1219）

概

念

図

①N値を求めて、原位置地盤における土の相対的な硬軟と、土の締まり具合を判定、

および土の地盤工学的性質を把握すること。
目
的

②採取した試料により、土の判別と分類を行うこと。

この試験は、動的貫入試験に分類される。

N値とは、質量63.5±0.5Kgのドライブハンマーを76±1cmより自由落下させることに

よって、サンプラーを30cm貫入させるのに必要な打撃回数をいう。原
ー)､試験器具は、標準貫入試験用サンプラー、ハンマー(63.5±0.5kgの鋼製ハンマ

ノッキングヘッド、ボーリングロッドおよび半自動式などの落下用具からなる理

試験手順は次のようである。

①ボーリングで所定の深さまで掘進する。・
②ボーリング孔底のスライムを取り除く。

③サンプラーをロッドの先端に付けて孔底に降ろす。試
④試験は原則として、15cmの予備うちの後、質量63.5±0.5kgの重 ±1cmの験 錘を、75cm

高さから落下させることによって、サンプラーを30cm貫入させ、この時の打撃回数方
(N値)を測定する。法
⑤さらに、5cmの後打ちの後ロッドを引き上げる。このときサンプラー内に土質試料

を採取する。

適 ①本試験は主として粗粒土の強度と変形定数を求めるために用いられるが、他の種

用 類の地盤に摘要してもよい。

性 ②一般に砂質土は粘性土より高いN値を示し、砂と粘土の混合割合によって、N値も

・ 変化する。

留 ③測定上の留意点

意 本試験は、ボーリング孔底下の地盤を対象として行う試験であるので、スライム

点 や孔底のゆるみをできるだけ生じない状態で試験を行うことが肝要であ 。る

図－2.2 標準貫入試験方法
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§2．地形・地質概要

調査地は沖縄本島南部の標高5m前後の浦添市伊奈武瀬の埋立地内に位置する。

沖縄本島南部一帯は、標高100m～200mの平坦地をつくる第四紀層が広く分布し、琉球

層群とよばれている。この層は一般に層厚40m～50m前後であるが、基盤の構造的凹地に

は厚く堆積しており、とくに具志頭村港川一帯では最大150m以上に達するといわれてい

る。さらにこの台地の基盤は新第三紀～第四紀早期の島尻層砂岩・泥岩(シルト岩)によ

って構成されている。さらに、小川沿いの沖積層、海岸沿いの新期砂丘砂層、現世サン

ゴ礁堆積層などの完新世堆積物がせまい範囲で点々と分布している。

調査地一帯の地質は、新第三紀中新世の島尻層泥岩・砂岩を基盤としているが、その

上位に第四紀琉球石灰岩層が厚く堆積している。調査地が位置する南部一帯の地質図を

図2-1に、地質層序を表2-1に示す。

基盤層の島尻層群は、青灰色～淡褐色を呈する岩相均一な泥岩及び砂岩からなり、本

島中南部一帯に広く分布し基盤を成している。同層群は、層相変化により、下位から上

位へ豊見城層、与那原層、新里層に三区分される。最下位の豊見城層は、粒子均一な褐

色を呈する石英砂岩を主体とし、一部に青灰色泥岩を挟む。同層は、豊見城市の西海岸

沿いから那覇市小禄、そして、西海岸沿いの高台の一部に分布する。

与那原層は層相均一な青灰色を呈する泥岩から成り、所々に数十cm～1m前後凝灰質砂

岩を挟む。同層は本島中南部一体に分布する。最上位の新里層は凝灰質砂岩と泥岩の互

層から成り、東海岸沿いの一部高台に分布する。

当該地では、基盤層の島尻層群与那原層が確認され、その上位に琉球石灰岩層が不整

合に覆っている。

沖縄島南部の地質は、次の諸地質により構成される。

沖 積 層 沖積低地(河川・海岸付近)

琉 球 石 灰 岩 台地面

島尻層泥岩(与那原層) 台地面及びその地下

これらの分布状況を図2-1に示し、以下に既存資料を参考に概略説明する。
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(1) 沖積層

沖積層は段丘を開析する谷及び沖積面に分布し、層厚数ｍ～数十ｍを有する新期の堆

積物である。同層は大きく分けると、陸上河川の運搬に由来する陸成層と海進時の海流

運搬に由来する海成層み区分される。陸成層は内陸部に分布し後背湿地性の泥質堆積物

を主体に基低付近に礫質堆積物を伴うことが多い。海成層は海岸に近い平坦地を構成し

ており、相層は枝サンゴの破砕片貝殻片・有孔虫殻等を多量に含むルーズな砂層を主体

とする。

(2) 琉球石灰岩層

琉球石灰岩は第四紀更新世早～中期に形成された“琉球サンゴ海”のサンゴ礁堆積物

が、その後の地殻変動によって隆起し、台地化したものである。琉球列島に広く分布し

ているが、沖縄本島では、中部の宜野湾市や中城村以南に主として台地を形成して広く

分布し、那覇市南方付近まで点在するが、特に糸満市一帯では広い地形面をつくってい

る。

琉球石灰岩の特徴は、その名のとおり日本では琉球列島だけに分布し、その生成は数

十万年前と大変新しく、そのため固結度が低く小さな穴が沢山あり結晶粒も大変細かい。

一般に色調は白色～淡黄色を呈していて、

①、石サンゴ、貝殻などを含み、硬く固結しているもの。

②、石粉の集まりのように崩壊しやすいもの。

③、有孔虫や貝殻などの破片が栗粒状に集まったもの(栗石)。

④、溶解沈殿して結晶した硬く緻密なもの(トラバーチン)。

などがある。

(3) 島尻層群泥岩層

調査地の基盤層である島尻層群について詳細を述べる。

島尻層群は沖縄本島中南部に広く分布する他、久米島、宮古島、波照間島などに分布

する。主として鮮新世の地層であるが、その堆積は厳密には中新世後期から始まり第四

紀更新世の前期まで及んでいる。
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沖縄本島の島尻層

群は図2-1に示すよう

に主に嘉手納－うる

ま市具志川を結ぶ線

より南に広く分布し､

全層厚は2,000m以上

に達する。これまで

に本島南部では沖縄

県(琉球政府)などに

よって深度1,000mあ

まりの深層ボーリン

グがいくつか実施さ
図2-1島尻層群の分布略図(新城、1983、による)

れており、層序、岩相変化が詳しく研究されてきた。島尻層群は泥岩を主体とするもの

の、砂岩も多く含まれているのが確認されている。これらの深層ボーリングの結果に基

づいて、本島中南部の島尻層群は下位より豊見城層(那覇層)、与那原層、新里層の三つ

に区分されている。このうち豊見城層の大部分は地下に分布し、地表には小禄砂岩層が

分布するのみである。

堆積環境についてみると、下部(豊見城層)では浅海性であり、中部(与那原層)及び上

部(新里層)では徐々に深海性の層相になっているが、最上部では急激に浅海性に移り変

わっている。

本島南部の表層に分布するものは、大部分は与那原層とよばれれるものであり、新里

層は本島南端部及び知念から具志頭にかけて分布する。また豊見城層は那覇市南部一帯

と浦添市、沖縄市南西部付近に比較的限られて分布する。豊見城層は既述したように砂

岩と泥岩が交互に現れるが、全体としては下部の2/3は泥岩が卓越し、上部の1/3は砂岩

が卓越している。与那原層は層厚1,400mに及ぶ厚い地層で緑灰～青灰色の泥岩を主体と

し、砂岩、凝灰岩(火山岩)を挟む。泥岩は塊状･無層理の場合が多く、砂岩は厚さ5m以下、

凝灰岩は大部分が厚さ20cm以下である。与那原層は層位の決め手となる手がかりに乏し

く、詳細な層序は不明であるが、下邸(豊見城層との境界面)より約500m上位までを下部、

それより上位を上部とすると、下部は青灰色を主とし、厚さ約2～6mの細粒砂岩を多く挟

む。上部は同様の泥岩を主体とし、灰色～白色の細粒凝灰岩の薄層を多数挟む。砂岩の

挟みは少ない。
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島尻層群最上部の新里層は与那原層に酷似した泥岩を主体とし、与那原層に比べてや

や凝灰質の部分及び砂岩の挟みが多い。新里層の下底部には厚さ約15mの凝灰岩(新里凝

灰岩)や厚さ約8mの細礫を含む細粒砂岩層が分布する。新里層の中部は泥岩を主体とし、

その上部に厚さ2～3mの凝灰質砂岩を挟む。中部と上部の境界付近には久手堅凝灰岩とよ

ばれる凝灰岩が分布する。上部は全般に砂質となり、琉球石灰岩や国頭礫層によって不

整合に覆われる。

本調査地は、海岸埋立地内に位置し、表層部には埋土が施されている。埋土層の下位

から海浜性堆積土の砂礫層、第四紀の琉球層群、そして基盤層の第三紀島尻層群へと続

く地質層序で確認された。
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図2－1 沖縄本島中･南部の地質

調査地
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表2－1 沖 縄 中 ･ 南 部 の 地 質 層 序

時代 柱状図 地質区分 岩 相 ･ 構 造 地 形 土 壌

現世サンゴ礁 サンゴを主体とする固 サンゴ礁
結・礫状及び礁池の粘 土壌化せず

完 堆積物 土・シルト・砂・礫を 地形
主体とする軟弱部

第
石灰質砂層

新 新期砂丘砂層 砂 丘 砂質未熟土
埋設腐植土をはさむ

暗灰～暗褐色泥・砂・ 灰色低地土
世 沖 積 層 礫、サンゴ片などの海 沖積低地 壌（沖積土

生化石を含む 壌）

四 褐色粘土質土 段 丘
砂質石灰岩（栗石） (中位段丘) 褐色土壌

段 丘 石 灰岩 固結し、層理発達 60～5m
更 分布は南東に高く北西 (黄褐色土)

に低い

赤 褐 色 土 島尻マージ（石灰岩の
新 風化土） 石灰岩台地 赤褐色～黄

石灰岩は表層数～10m (断層ブロ 褐色粘土質
琉 球 石 灰岩 が再結晶作用をうける ックによっ 土壌（島尻

紀 下部は層理発達し、砂 て断層崖多 マージ）
世 礫主体。固結部と砂礫 し)

状未固結部との互層あ
り

知 念 層 石灰質砂層

鮮 砂岩（未～半固結）と 灰色台地土
島 新 里 層 泥岩（固結）の互層凝 地形面なし 壌（一部赤

第 新 灰岩をはさむ 小起状丘陵 褐色土）
尻 面及び急傾 (ジャーガ

世 厚い泥岩に薄い砂岩と 斜面 ル）
三 層 与那原層

凝灰岩をはさむ
中 群

紀 新 小禄砂岩が上部、泥岩
世 豊見城層 が下部

出典：木崎甲子朗編「琉球弧の地質誌」
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表2－2 島尻層群の地質の特徴（福田らによる）

地層名 層 厚 特 徴

1.与那原層の上に整合に重なる。

2.琉球石灰岩を主とする第四系におおわれている。新

3.基底部が砂岩を主にそれより上位が粘土岩を主にした互層である。

4.基底部には磨砂凝灰岩を２～３枚挟むほか、軽石の円礫を多量に含里 250m

む細～中粒砂岩がある。

5.本層の主体をなすのは基底部の上に重なる帯緑灰色粘土岩を主とし層

砂岩を従とする互層で、この部分の上部にも凝灰岩が挟まれてお

り、また中部および上部に貝化石が多産することがある。。

1.島尻層群の主体をなすものでその分布も広い。全
900m

2.本層は主として帯緑あるいは帯青灰色の粘土岩からなる。体

1.本部層の下限は厚さ４～５ｍの微細粒砂岩の始まるところとした。与 上

2.本部層の上位と下位には厚さ２０～３０ｃｍの磨砂凝灰岩および安
部 350m

山岩質結晶凝灰岩がある。

3.本部層は下位の中、下部層に比べ貝化石が多い。層
那

1.本部層は主として散在する浮石片に富む粘土岩からなる。中

2.全層にわたって凝灰岩の薄層を夾有するが上半部のものは安山岩質部 500m

また下半分のものは石英安山岩類である。層
原

1.本部層の最上部には含貝化石細粒砂岩があり与那原層中の良好な鍵

層となっている。下 50

2.この砂岩は風化すると黄褐色となり、とくに厚く発達する付近では

小禄砂岩に似ているが貝化石が含まれていることおよび重鉱物組成層 部

～

が異なることから両者を区別することができる。

3.上記砂岩の下に本部層の主体をなす粘土岩があり中位には厚さ10cm層 80

以下の細～中粒砂岩と凝灰岩の薄層を夾有する。m

1.層厚約1,150mの厚い地層で地表には最上部の65mほどしか露出してい

ない。そのうち60mは小禄砂岩として知られている砂質岩層である。那

2.小禄砂岩は主として帯緑灰色の粘土、シルト質微細粒～細粒砂岩か

らなる。覇 1,150m

3.地表において小禄砂岩以下の那覇層がみられるのは那覇市小禄付近

を豊見城村我那覇付近だけであり、両地域とも5m前後の帯緑灰色の層

粘土岩がわずかに頭部を現わしているだけである。
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§3．調 査 結 果

3－1．地 盤 概 要

地形・地質概要を踏まえて、ボーリング調査による土質成層構成を述べる。

調査地は海岸埋め立て地内に位置しする。地盤構成は、表層部に島尻粘土を主体とした

埋土が見られ、埋土の下位から海浜性の珊瑚礁岩及び貝殻片等を含む砂礫層、第四紀の沖

琉球層群、そして調査地の基盤層である第三紀鮮新世の島尻層群へと続く地質層序を示す。

調査結果に基づいて地層毎に区分すると表3－1地質層序表に示す通りである。

表3－1 地 質 層 序 表

地質 地盤土層区分

地質区分 層 相 N値範囲
時代 記号 土 層 名

現 島尻粘土(ジャーガル)を主体と
世 埋 土 Fc 粘 性 土 3～7
代 して石灰岩礫や腐植物を混入。

完 珊瑚礁砂礫主体でサンゴ片や貝
新 海浜堆積 Ag 砂 礫 土 2～8
世 殻片混入。

粘土分主体でシルト分細砂分混
第 Rlc 粘 性 土 2～8

入。含水比は高位。

更 細砂や粗砂分主体。
四 Rls 砂 質 土 2～8

シルト分混入。高含水比。
新 琉球層群

屑状や破砕礫主体でシルト分混
紀 Rlg 砂 礫 土 11～50

世 入。

岩塊状主体で部分的に砂礫状呈
Rlr 石 灰 岩 す。亀裂面の所々で褐色のサビ 20～50

色や黒灰色呈す。

第 中 Tm-w 風 化 泥 岩 灰色を呈したシルト質粘土。 34～47

三 新 島尻層群

以上紀 世 Tm 泥 岩 固結粘土主体で凝灰細砂を挟む 50

第1層 埋土層(粘性土)

全体的に島尻粘土主体で所々で石灰岩砂礫や腐植物を混入する。含水比は中位～高位で

軟らかい状態にある。層厚は3.50m～5.55m程で確認された。

第2層 海浜堆積層(砂礫土)

本層は、海浜堆積土で砂礫状及び一部珊瑚礁岩塊状で採取された。礫は枝サンゴ及び有

孔虫及び貝殻片等を主体としている。粒子は不均一で細砂～粗砂及び礫径5～40mm程砂礫分

主体を主体とし、所々に若干の腐食物を混入する。層厚は2.35m～5.95m程で確認された。
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標準貫入試験によるN値は2～50以上の範囲を示しバラツキがある。相対密度では｢軟らか

い｣～｢非常に密な｣状態にありバラツキがある。

第3層 琉球石灰岩層（砂質土/粘性土/砂礫土／岩塊土）

琉球石灰岩は、一般に固結した岩塊状のものから未固結な砂礫状及び砂質状のものまで

あり、著しく変化に富む不均質な構成を成し、鉛直方向・水平方向にも不連続な分布をな

していることが多い。調査地においては上部のGL-20m付近より上方ではシルト分を含む砂

礫状を呈した破屑性の未固結石灰岩や短棒状コアにて採取される固結石灰岩(岩塊部)が確

認され、N値強度50以上を示す岩塊状及び砂礫状で採取された。一方、琉球層群の下位GL-

20m以深ではシルト分や細砂分を含む砂礫状(一部で粘性土や砂質土)で採取されN値強度に

バラツキが多くみられた。

※B-7地点のGL-16m付近～GL-32m間は礫混じりの粘性土及び砂質土(砂と粘土の中間的な

性質を有する中間土)が確認され、高含水比で軟らかく緩い状態にある。

第4層 島尻層群(風化泥岩/泥岩)

本層は、調査地一帯の基盤を成す第三紀島尻層群与那原層で、与那原層の中でも泥岩・

砂岩が互層を成す下部層と思われる。本層の出現深度はB-1地点でGL-46.75m、B-2地点でG

L-45.35m、B-3地点でGL-49.00m、B-4地点でGL-46.30m、B-5地点でGL-45.90m、B-6地点でG

L-43.90m、B-7地点でGL-43.90m付近から確認された。上部3.25m～8.50m程は風化作用によ

り若干の変色を帯び軟化している。風化部の下位からN値=50以上を連続で示す非常に硬い

泥岩層が確認されており、全体的にシルト質固結粘土状を呈している。色調は淡灰色～暗

灰色を呈し低含水比で非常に硬い状態にある。
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3－2．孔 内 水 位

地下水位の観測方法は、下記に示す方法で確認を行い決定する。

1.無水堀り時にコアやロッド及びレイモンドサンプラー等の表面が濡れている位置を

確認し、尚かつ調査終了後に水位を確認して決定する。

2.有水掘りを行った場合は、孔内水の汲み上げ前の水位と、汲み上げ後の回復した水

位の変動が微小になった時点の水位を確認して決定する。

その結果は次表に示すとおりである。

表3－2 各調査地点の孔内水位

調査孔番号 地盤高 確 認 水 位
土 層 名

No． EL (m) GL （m） EL （m）

B-1 + 3.33 - 2.23 + 1.10 粘性土(埋土)

B-2 + 3.43 - 2.78 + 0.65 粘性土(埋土)

B-3 + 3.29 - 2.46 + 0.83 粘性土(埋土)

B-4 + 3.29 - 2.19 + 1.10 粘性土(埋土)

B-5 + 3.35 - 3.12 + 0.23 粘性土(埋土)

B-6 + 3.20 - 2.21 + 0.99 粘性土(埋土)

B-7 + 3.24 - 1.98 + 1.26 粘性土(埋土)

※ 調査地は海岸埋め立て地内に位置し海に近接しているため、潮の干満の影響を受け

るものと思われる。
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3-3.液状化について

1) 地盤の液状化現象とそのメカニズム

飽和状態にある粒径のそろった緩い砂質土が地震などによって揺すられた場合、粒子

間に存在する間隙水の水圧が次第に上昇し、ついには砂粒子のかみ合わせが外れ、砂粒

子は水中に浮遊した状態になる。このように、外力によってせん断力が繰返し作用し砂

質土が液体状になる現象を液状化現象と呼んでいる。下図は液状化のメカニズムについ

て模式的に順を追って表現したものである。

地震時に液状化しやすい地盤は、地下水位が高く、かつ緩く堆積した砂質地盤であり、

埋立地盤など人工造成地盤や比較的最近に堆積した沖積層がそれに該当する場合が多い。

さらに、埋立地では、砂以外のたとえばシルトや礫が多く含まれる地盤でも液状化が発

生する場合があることが確認されている。



- 16 -

2) 液状化判定

日本建築学会「建築基礎構造設計指針」 で述べられている液状化の判定を行う必要が1)

ある土層の規定はつぎに示すとおりで、これらのすべての条件に該当する沖積層の飽和

砂質土は、地震時に液状化が生じる可能性があるため、液状化の判定を行わなければな

らない。

(1)一般に地表面から20m程度以浅の沖積層

(2)細粒分含有率Fcが35%以下の土層(ただし､埋立地盤など人口造成地盤では、細

粒分含有率が35%以上の低塑性シルト、液性限界に近い含水比をもったシルト

などが液状化した事例も報告されているので、粘土分含有率Pc≦10%または塑

性指数Ip≦15%の埋立あるいは盛土地盤については液状化の検討を行う)

(3)細粒土を含む礫や透水性の低い土層に囲まれた礫

※ 今回の調査結果から､調査地の土層構成は上層から粘性土による埋土、珊瑚礁砂礫を主

体とした海浜性砂礫層、中間層に第四紀更新世の琉球層群、そして基盤層の第三紀鮮新

世の島尻層群へと続く地質層序で確認された。

本報告書P-10 表2-1沖縄中･南部の地質層序から、海浜性砂礫層は大分類的に沖積層に

分類されることから上記(1)に該当する。また、調査地の第1層埋土層は埋立地盤である

ことから上記(2)に該当する。

※ 埋土層及び海浜性砂礫層(沖積砂礫層)は地下水位面下に分布しており、地震時に液状

が生じる可能性があるため、液状化の判定を行わなければならない。

※ 液状化の判定については、粒度試験など詳細な追加調査を行う必要がある。

試験実施箇所については、調査地の埋土層及び海浜性砂礫層(沖積砂礫層)のN値等にバラ

ツキがあることから、分布状況とその土性(粒度特性等)を明らかにするため複数箇所で

の詳細調査を実施することが望ましいと考える。

※参考

沖積層と洪積層の区分は、地質年代的には｢沖積層｣は第四紀更新世末期(約18,000年

前)から完新世(現世)までに堆積した地層を、｢洪積層｣は更新世の始まりから更新世末期

までに堆積した地層を言う。
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地盤定数の推定§4．

4-1.地盤定数の推定式

成層される各土層の地盤定数を求める方法として以下の推定式が提案されている。

（1）粘着力 (Ｃ）

粘性土の場合には一軸圧縮強度(qu)と粘着力(C)の関係が次式によって提案されている。

1)φ＝0 として c＝qu／2 （建築基礎構造設計指針)

Ｎ値と一軸圧縮強さ(qu)の間には次の関係式が成立する。

2)qu＝12.3N～13.1N 12.5N（kn/m ） （地盤調査の方法と解説-二分冊の1)≒ ２

（2）内部摩擦角（φ）

1)対象土質が砂質土・礫質土の場合、次式より推定する。(建築基礎構造設計指針)

φ＝ √20・N＋15゜

（3）単位体積重量（γ）

標準貫入試験用サンプラー によって採取した試料の観察とN値などを参考とし、表4－1、

表4－2により推定する。

表4－1 土の単位体積重量 (kN/m )3

地 盤 土 質 ゆるいもの 密なもの

自 砂及び砂礫 18 20
然
地 砂 質 土 17 19
盤

粘 性 土 14 18

砂及び砂礫 20
盛

砂 質 土 19
土

粘 性 土 18

(1)地下水位以下にある土の単位重量は、それぞれの表中の値から9を差し引いた値としてよい。

(2)採石は砂利と同じ値とする。また、ずり、岩塊等の場合は種類、形状、大きさ及び間隙等を考

慮して定める必要がある。

(3)砂利まじり砂質土、あるいは砂利まじり粘性土にあっては、混合割合及び状態に応じて適当な

値を定める。

(4)地下水位は施工後における平均値を考える。

3)(日本道路協会「道路橋示方書･同解説Ⅰ共通編 P.47」）
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表4－2 Ｎ値による土の詳細（参考資料）

粘土のコンシステンシー、Ｎ値、ｑｕの関係

粘土のコンシ 一軸圧縮強さ 単位体積重量
Ｎ値 現 場 観 察

ステンシー (kN/m ) (kN/m )2 3

非常に軟らかい 2以下 こぶしが容易に10数cm入る 25以下 14～15

軟らかい 2～4 親指が容易に10数cm入る 25～50 16

中ぐらい 4～8 努力すれば親指が10数cm入る 50～100 17

親指で凹ませられるがつっこむことは
硬 い 8～15 100～200 18

大変である

非常に硬い 15～30 爪で印がつけられる 200～400 19

大変硬い 30以上 爪で印をつけるのが難しい 400以上 19～20

Ｎ値と砂の相対密度との関係

現 場 判 別 法 単位体積重量
Ｎ値 相対密度(Terzghi-Peck)による

(東京都交通局データによる) (kN/m )3

0～4 非常に緩い (very loose) φ13mmの鉄筋が容易に手で貫入する 17

4～10 緩 い (loose) ショベル(スコップ)で掘削できる 18

φ13mmの鉄筋を5ﾎﾟﾝﾄﾞのﾊﾝﾏｰで容易に打
10～30 中位の (medium) 19

込める

30～50 密 な (dense) 同上で 30cm位入る 20

同上でも5～6cm位しか入らない。掘削につる
50以上 非常に密な (very dense) 20

はしを要し、打込むとき金属音を発する

ＭeyerhofによるＮ－Ｄｒ－φの関係

相対密度 内部摩擦角 静的ｺｰﾝ支持力
砂 の 状 態 Ｎ値

(Dr) (φ) (t/sq,tf)

非常に緩い (very loose) 0.2以下 4以下 30 以下 20 以下

緩 い (loose) 0.2～0.4 4～10 30～35 20～40

締まった (compact) 0.4～0.6 10～30 35～40 40～120

密 な (dense) 0.6～0.8 30～50 40～45 120～200

非常に密な (very dense) 0.8 以上 50以上 45 以下 200 以上

参考資料（土質基礎ライブラリー４．土質試験結果の解釈と適用例／地盤工学会編） ※一部加筆4)
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4-2.　標準貫入試験

各調査孔で得られた標準貫入試験の結果を次表に一覧表としてまとめた。

　　　　　　　            表4-3　各ボーリング孔のN値結果一覧表

孔番号
深度

1m 14 18 24 8 11 19 14 1m

2m 3 4 5 3 3 5 4 2m

3m 6 2 2 5 2 3 2 3m

4m 50 50 24 7 4 9 22 4m

5m 50 21 13 8 10 16 11 5m

6m 26 15 24 13 14 25 31 6m

7m 50 14 4 50 50 50 50 7m

8m 34 33 22 50 50 50 31 8m

9m 16 34 28 17 50 50 50 9m

10m 28 50 37 1 50 21 50 10m

11m 50 50 17 50 35 50 50 11m

12m 50 50 10 50 50 50 50 12m

13m 50 5 43 50 23 50 50 13m

14m 50 5 4 50 32 50 50 14m

15m 50 50 4 5 50 8 23 15m

16m 50 25 36 4 22 9 1 16m

17m 50 50 11 50 37 50 2 17m

18m 50 50 50 50 30 6 50 18m

19m 50 50 50 50 5 12 4 19m

20m 37 35 50 50 24 11 3 20m

21m 50 10 12 50 18 14 3 21m

22m 50 40 10 27 31 11 1 22m

23m 13 22 27 13 11 11 2 23m

24m 8 15 19 10 11 10 0 24m

25m 12 12 11 7 11 8 2 25m

26m 16 10 10 14 2 8 1 26m

27m 33 11 11 14 6 20 2 27m

28m 5 15 16 10 8 11 10 28m

29m 7 9 20 12 15 14 8 29m

30m 25 10 12 31 7 13 6 30m

31m 9 16 14 6 9 9 1 31m

32m 15 12 19 8 20 14 8 32m

33m 15 36 14 8 16 30 9 33m

34m 10 14 11 19 10 42 8 34m

35m 9 5 14 28 11 50 7 35m

36m 8 14 12 17 4 50 6 36m

37m 6 13 9 16 30 18 15 37m

38m 14 18 14 22 30 20 6 38m

39m 31 17 16 17 15 27 12 39m

40m 50 17 25 14 12 16 13 40m

B-6 深度B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-7
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41m 50 13 16 20 8 34 13 41m

42m 50 11 18 50 9 17 9 42m

43m 1 6 21 50 8 7 14 43m

44m 50 20 8 50 8 41 50 44m

45m 50 30 42 50 6 50 50 45m

46m 50 21 47 50 21 50 22 46m

47m 31 18 44 25 26 46 41 47m

48m 29 23 45 28 17 45 50 48m

49m 26 26 30 50 21 50 29 49m

50m 50 27 19 30 25 50 49 50m

51m 50 30 50 50 50 50 46 51m

52m 50 50 50 50 30 50 50 52m

53m 50 31 50 50 50 50 53m

54m 50 50 50 50 50 54m

55m 31 50 50 50 50 55m

56m 45 56m

57m 44 57m

58m 50 58m

59m 50 59m

60m 50 60m

地 層 名 平均N値

粘性土
(埋土層)

7.7 8.0 10.3 5.3 5.0 10.4 6.7 7.8

砂礫土
(海浜性堆積土) 25.3 23.4 19.2 9.3 12.0 25.0 21.3 19.5

砂質土
(琉球層群)

12.3 11.0 14.7 4.5 12.4 10.0 5.8 11.2

粘性土
(琉球層群)

- 11.3 - 13.9 11.0 9.0 3.4 9.2

砂礫土
(琉球層群)

16.8 17.8 21.5 15.9 18.3 19.5 10.0 33.6

石灰岩
(琉球層群)

46.9 38.2 50.0 48.1 50.0 50.0 47.6 46.3

風化泥岩
(島尻層)

28.7 20.5 38.9 33.3 27.1 46.4 42.1 33.0

泥岩
(島尻層)

50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

※石灰岩層・泥岩層 以外の過大N値=50は安全側に算定から除外した。

各調査孔の平均N値
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4-3.各土層の地盤定数

調査結果を基に、前述の推定式により確認された各土層の地盤定数を導く。

※設計Ｎ値（案）

Ｎ値にバラツキのある土層は標準偏差を考慮して、次式にて設計Ｎ値を求める。

設計Ｎ値＝（平均Ｎ値）－ １／２（標準偏差）

2 2 2(Ｎ －Ｘ)＋(Ｎ －Ｘ)＋･･････(Ｎ －Ｘ)１ ２ ｎ

標準偏差 ＝
ｎ－1

ここに、 Ｎ ,Ｎ ･･･････Ｎ ：それぞれのＮ値１ ２ ｎ

Ｘ：平均Ｎ値

ｎ：個数

5)引用文献：地盤工学会発行「土質データーのばらつきと設計」

地質区分 地質名 データ数 範囲 平均Ｎ値 標準偏差

埋土層 粘性土 24 2～24 7.8 6.3

海浜性堆積土 砂礫土 23 4～34 19.5 8.9

砂質土 45 1～31 11.2 6.5

粘性土 28 0～31 9.2 7.2

砂礫土 113 4～47 33.6 10.7

石灰岩 60 1～50 46.3 11.2

風化泥岩 47 6～50 33.0 12.7

泥岩 27 50 50.0 0.0

※バラツキがある土層は標準偏差を加味した設計N値とした。

島尻層

5.6

28.3

40.7

26.7

50.0

7.9

琉球層群

表4-4　各土層の標準貫入試験結果(Ｎ値整理表)

設計Ｎ値(案）

4.6

15.1

◎粘性土(埋土層)

　本層は粘性土を主体としていることから、粘着力(c)を求める。
本層のN値は2～24の範囲を示し標準偏差6.3である。採用N値は標準偏差N値を採用する。

採 用 N 値  N=4.6 7.8-(1/2)6.3=4.6
粘 着 力  c=6.25×4.6=28.7(kN/㎡)

内 部 摩 擦 角 φ=0

単 位 体 積 重 量 γ=18(kN/m2)
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◎砂礫土(海浜性堆積土)

　本層は礫質土を主体としていることから、内部摩擦角(φ)を求める。
本層のN値は4～34の範囲を示し標準偏差8.9である。採用N値は標準偏差N値を採用する。

採 用 N 値  N=15 19.5-(1/2)8.9=15
粘 着 力  c=0
内 部 摩 擦 角 φ=(20*15)^(1/2)+15=32.3
単 位 体 積 重 量 γ=19(kN/m2)

◎砂質土(琉球層群)

　本層は砂質土を主体としていることから、内部摩擦角(φ)を求める。
本層のN値は1～31の範囲を示し標準偏差6.5である。採用N値は標準偏差N値を採用する。

採 用 N 値  N=7.9 11.2-(1/2)6.5=7.9
粘 着 力  c=0
内 部 摩 擦 角 φ=(20*7.9)^(1/2)+15=27.5
単 位 体 積 重 量 γ=18(kN/m2)

◎粘性土(琉球層群)

　本層は粘性土を主体としていることから、粘着力(c)を求める。
本層のN値は0～31の範囲を示し標準偏差7.2である。採用N値は標準偏差N値を採用する。

採 用 N 値  N=5.6 9.2-(1/2)7.2=5.6
粘 着 力  c=6.25×5.6=35.0(kN/㎡)
内 部 摩 擦 角 φ=0
単 位 体 積 重 量 γ=17(kN/m2)

◎砂礫土(琉球層群)

　本層は砂礫土を主体としていることから、内部摩擦角(φ)を求める。
本層のN値は4～47の範囲を示し標準偏差10.7である。採用N値は標準偏差N値を採用する。

採 用 N 値  N=28.3 33.6-(1/2)10.7=28.3
粘 着 力  c=0
内 部 摩 擦 角 φ=(20*28.3)^(1/2)+15=38.7
単 位 体 積 重 量 γ=19(kN/m2)
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◎石灰岩(琉球層群)

　本層は砂質土を主体としていることから、内部摩擦角(φ)を求める。
本層のN値は1～50の範囲を示し標準偏差11.2である。採用N値は標準偏差N値を採用する。

採 用 N 値  N=40.7 46.3-(1/2)11.2=40.7
粘 着 力  c=0
内 部 摩 擦 角 φ=(20*40.7)^(1/2)+15=43.5
単 位 体 積 重 量 γ=20(kN/m2)

◎風化泥岩(島尻層)

　本層は粘性土を主体としていることから、粘着力(C)を求める。
本層のN値は6～50の範囲を示し標準偏差12.7である。採用N値は標準偏差N値を採用する。

採 用 N 値  N=26.7 33.0-(1/2)12.7=26.7
粘 着 力  c=6.25×26.7=166.8(kN/㎡)
内 部 摩 擦 角 φ=0
単 位 体 積 重 量 γ=19(kN/m2)

◎泥岩(島尻層)

　本層は粘性土を主体としていることから、粘着力(c)を求める。
本層のN値はいずれも50以上を示すことから、平均N値を採用する。

採 用 N 値  N=50
粘 着 力  c=6.25×50=312.5(kN/㎡)
内 部 摩 擦 角 φ=0
単 位 体 積 重 量 γ=20(kN/m

2
)

表4-5　　各土層の地盤定数一覧表

海浜性堆積土

琉球層群

島尻層

泥岩

風化泥岩

石灰岩

礫質土

粘性土

砂質土

砂礫土

50 312.5 - 20

26.7 166.8 - 19

40.7 - 43.5 20

28.3 - 38.7 19

5.6 35.0 - 17

19

7.9 - 27.5 18

28.7 -

15.1 - 32.3

18

地質区分 地質名 採用N値
粘着力

c(kN/m
2
)

内部摩擦角
φ(度)

単位体積重量

γ
1
(kN/m

3
)

埋土 粘性土 4.6
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地盤の許容応力度の算定§5．

5-1．直接基礎の地盤の許容応力度の算定

許容応力度の算定は､平成13年7月の国土交通省告示第1113号 の次式を用いる。6)

qa=1/3(ic・α・C・Nc + ir・β・γ1・B・Nr + iq・γ2・Df・Nq) ････ (5-1式)

記号 qa ： 地盤の許容応力度 (KN/m )２

C ： 基礎荷重面下にある地盤の粘着力 (KN/m )２

γ ： 基礎荷重面下にある地盤の単位体積重量 (KN/m )1
３

地下水以下にある場合は水中単位体積重量をとる。

γ ： 基礎荷重面下より上方にある地盤の平均単位体積重量 (KN/m )2
３

地下水以下にある部分については水中単位体積重量をとる。

α・β： 表5-1に示す基礎荷重面の形状係数

Nc・Nr・Nq： 表5-2に示す地盤内部の摩擦角に応じて定まる支持力係数

ic・ir・iq： 基礎に作用する荷重の鉛直方向に対する傾斜角に応じて計算した数値
2 2ic=iq=(1-θ/90) ir=(1-θ/φ)

これらの式において､θおよびφは､それぞれ次の数値を表す

θ基礎に作用する荷重の鉛直方向に対する傾斜角（度）
(θがφを超える場合は､φとする)

φ地盤の特性によって求めた内部摩擦角(度)

Df ： 基礎に近接した最低地盤面から基礎荷重面までの深さ。(m)

B ： 基礎荷重面の短辺又は短経(m)。

表 5-1 形 状 係 数 表 5-2 支持力係数

Ｃ ｒ ｑ基礎荷重面の形状 φ ( N N N度)
円 形 円 形以外の形状

係 数 0゜ 5.1 0.0 1.0

5゜ 6.5 0.1 1.6
α 1.2 1.0+0.2･B/L

10゜ 8.3 0.4 2.5

15゜ 11.0 1.1 3.9
β 0.3 0.5-0.2･B/L

20゜ 14.8 2.9 6.4

26゜ 22.2 8.1 11.9
（注） B：基礎荷重面の短辺又は短径の長さ

28゜ 25.8 11.2 14.7
L：基礎荷重面の長辺又は長径の長さ

30゜ 30.1 15.7 18.4

32゜ 35.5 22.0 23.2

34゜ 42.2 31.1 29.4

36゜ 50.6 44.4 37.8

38゜ 61.4 64.1 48.9

40゜ 75.3 93.7 64.2以上
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調査地の上層で確認された各土層の地盤の許容応力度を安全側に算定してみる。

荷重の傾斜に対する補正係数ｉc,ｉr,ｉqは考慮しないものとし、安全側に､

粘性土では内部摩擦角φ＝0、砂質土では粘着力C＝0として算定する。

よって(5-1)式は次のように表される。

qa＝1/3( α･C･Nc+γ ･Df･Nq )･･････････ (5-2 )粘性土２

qa＝1/3(β･γ ･B･Nr+γ ･Df･Nq)････････ (5-3 )砂質土１ ２

※ 基礎様式を正方形基礎1辺B=2m、根入れDf=2.0mと仮定して算定してみる。

◎ 粘性土層(埋土層）

設 計 N 値 N = 4.6 (標準偏差を加味したN値)

基礎荷重面の形状は
α = 1.2

円形以外の形状(仮定)とし

粘 着 力 C = 28.7

支 持力 係 数 Nc = 5.1 Nq = 1.0

単位体積重量 γ = 18.02

基礎の根入れ深さ D = 2.0 (仮定)ｆ

基礎底面の最小幅 B = 2.0 (仮定)

地盤の許容応力度qaは、∴

qa=1/3(1.2*28.7*5.1+18.0*2.0*1.0)=70.5(kN/m )２

◎ 砂礫土層(海浜性堆積土）

［算定条件］

設 計 N 値 N = 15.1 (標準偏差を加味したN値)

基礎荷重面の形状は
β= 0.3

形以外の形状(仮定)とし

内 部摩 擦 角 φ = √20×15.1+15=32.3゜

支 持力 係 数 Nr = 22.1 Nq = 23.2

単位体積重量 γ = 19.0 γ = 18.01 2

基礎の根入れ深さ D = 2.0 (仮定)ｆ

基礎底面の最小幅 B = 2.0 (仮定)

地盤の許容応力度qaは、∴

qa=1/3(0.3*19.0*2.0*22.1+18.0*2.0*23.2)=362.4(kN/m )２

表5-3 直接基礎の長期許容支持力

根入れ深さ 基礎形式 長期許容支持力
地質区分 土 層 名 設計N値

Df(m) Dx×Dr(m) qa kN/m )( 2

埋 土 層 粘 性 土 層 4.1 2.0 2.0×2.0 70.5

海浜堆積土 砂 礫 層 15.1 2.0 2.0×2.0 362.4
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基礎に関する考察§6．

調査結果に基づいて、計画される建築物の基礎に対する検討・考察を行う。

支持地盤と基礎形式は密接な関係にあり、両者の組み合わせとして基礎構造を検討する

ことが重要である。

6-1.基礎形式

建物の基礎構造は、その支持形式により直接基礎と杭基礎に大別される。直接基礎では、

基礎スラブの形式によりフーチング基礎とべた基礎に分類され、杭基礎では杭の設置方法

によって打ち込み杭、埋め込み杭等に分類され、また、杭材によっても分類される。

直接基礎の計画において、基礎は十分な強さ及び層厚をもつ良質な支持層に接地させる

ことが重要である。

（支持層の目安について)

支持層の目安は砂質土や礫質土ではN値50(または60)以上、粘性土では20～30以上とす

ることが多いが、地盤条件や建築の要求性能、想定される基礎形式を勘案して設計者が

適切に判断する。

「建築基礎設計のための地盤調査計画指針：日本建築学会」 P257)

一般に､計画地盤高より2～3m程度に支持層が出現する場合は直接基礎が採用され、支持

層がやや深い場合でもラップルコンクリート地業を含む支持力増強系に地盤改良工法の併

用により、直接基礎が可能な場合もある。

深い基礎形式には、杭基礎が用いられるが、詳細な杭基礎の設計を行う前に概略の支持

力や沈下の性能面からの検討、杭の施工性の検討、概算による工期やコスト面からの検討

等総合的に判断し、諸条件を満足させるように、摩擦杭、中間層支持杭、支持杭等の支持

形式と杭先端の支持地盤を選定する必要がある。

今回の調査結果から、表5－3に示すように調査地上部で確認された各土層を基礎底面と

した場合の支持力を仮の条件で安全側に算定した。設計荷重に対して支持力不足がするよ

うであれば、地盤改良工法あるいは杭基礎工法等の検討が必要になってくる。
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6-2.支持地盤

支持地盤選定の原則は、上部構造物の特性、想定し得る基礎形式、敷地の状況及び条件

などからみて、建物自体ならびにその機能に有害な障害を生じないように建物を確実に支

持できる地盤を選ぶことである。

地盤の支持力は、原地盤の地盤定数を推定し、支持力を用いる方法によるか、原位置の

載荷試験によって求められる。

本報告書では、支持力算定式による方法で地盤の支持力の検討を行った。

今回の調査地は伊奈武瀬野球場内に位置しほぼ平坦である。調査地のおおまかな地盤構

成は上位より、埋土(粘性土)･海浜性堆積土層(砂礫土)・琉球層群(砂礫土/石灰岩岩塊/粘

性土/砂質土)･第三紀島尻層群によって構成されている。

計画建築物の設計荷重や基礎形式が現段階では不明であるが、基礎形式を直接基礎とし

た場合の概略的な支持力は表5-3に示してある。

埋土層直下に分布する海浜性砂礫層はN値＝4～50以上の範囲(平均N値=19)を示しバラツ

キが大きいことから当層に支持を求める場合は何らかの対策が必要とされる。表6-1に示す

琉球石灰岩岩塊層は層相変化(岩塊状及び砂礫状)が顕著で風化の度合いにもバラツキがる。

上記海浜砂礫相同様当層に支持を求める場合には詳細な調査が必要になる

表6-1 琉球石灰岩層(N値=50以上)の出現深度と層厚

孔番号 出現深度(GL-)(m) 層 厚(m) RQD (%) 備 考

B-1 10.80～20.00 9.50 20～85% 棒状ｺｱ採取でやや新鮮。

B-2 9.45～20.90 11.45 11～90% 一部棒状ｺｱ採取｡

B-3 17.70～21.00 3.30 26～97 亀裂面はｻﾋﾞ色呈す。

B-4 10.80～15.00 4.20 47～70 上部の亀裂面は黒灰色呈す。

B-5 7.00～10.90 3.90 43～69 一部灰色呈し緩い。

B-6 11.00～15.00 7.00 29～42 短棒状ｺｱ｡亀裂面にｻﾋﾞ色呈す｡

B-7 6.60～15.00 8.40 38～89 一部灰色呈し緩い。

本調査地では、B-1地点でGL-50.00m、B-2地点でGL-51.50m、B-3地点でGL-57.50m、B-4地

点でGL-50.80m、B-5地点でGL-52.80m、B-6地点でGL-48.80m、B-7地点でGL-51.50m付近より

調査地の基盤層であるN値強度50以上を連続で示す第三紀島尻層群が確認された。島尻層群

層は、広く沖縄本島中南部の基盤を形成すると共に、多種多様な構築物の基礎支持地盤と

して地盤強度の強さ・安定性が非常に高い事から支持地盤として対象とされている。

本調査においても、層上位で風化による軟質化のため若干の強度低下はあるものの、深

くなるに従い地盤強度は高まり安定した高強度の地盤特性を示す。
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計画建築物の支持層は琉球石灰岩層よりさらに深層に位置する島尻層群泥岩層を支持層

とすることが一般的である。厚い層厚の琉球石灰岩層を貫通して杭を打設することは困難

を伴うため、琉球石灰岩を支持層にできれば、施工コストの縮減、工期の短縮に有意義で

ある。今回の調査地ではN値強度や層厚(表5-4)に若干のバラツキはあるもののN値≧50を示

す琉球石灰岩層が確認された。今回のような中間層の琉球石灰岩層を支持層とした事例(表

6-2)もあることから、計画建築物の支持地盤としては、中間層の琉球石灰岩層及び島尻層

群泥岩層(N値=50以上)が検討対象になると思われる。

表6-2 琉球石灰岩を支持層とした基礎事例

橋梁名 基礎形式 載荷試験方法

瀬底大橋 ・鋼管杭（打撃） 鉛直載荷試験

昭和59年 ・鋼管矢板井筒基礎

ｻｻﾞﾝｹﾞｰﾄﾌﾞﾘｯｼﾞ ・鋼管杭（打撃） 静的載荷試験

平成5年 (先端拡大ﾋﾞｯﾄ中堀工法
(ｸﾗｳﾄ注入)+最終打撃

古宇利大橋 ・鋼管杭基礎 静的載荷試験

平成17年 (打撃、補助工法) 急速載荷試験
動的載荷試験
水平載荷試験

若狭高架橋 ・場所打ち杭 静的載荷試験

平成22年
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表6-3 基礎形式選定表 ｢道路橋示方書(Ⅰ共通編･Ⅳ下部構造編)･同解説｣

財団法人 経済調査会発行｢地質調査要領｣8) P91

表6-3に基礎形式選定表を示してありますが、支持地盤及び基礎工法の選定には、施工法、

施工期間、経済比較検討のうえ施工性、安全性を考慮して決定されて下さい。

以上ご報告いたします。
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ボーリング柱状図
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ボーリング名 B-1 調査位置 浦添市伊奈武瀬地内 北  緯 26°15’0.0326"
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埋土。
島尻粘性土主体。
上部40cm程は砂礫。
石灰岩礫2～30mm程度を混入する
。
含水比は中位。
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灰
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海浜性砂礫。
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各深度毎のRQDを下記にしめす。
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14m～15m = 76.9%
15m～16m = 90.5%
16m～17m = 41.8%
17m～18m = 38.9%
18m～19m = 76.8%
19m～20m = 11.9%
GL-19.0m～19.30m間は亀裂面に酸
化サビ色呈す。

石
灰
岩

乳
褐
～
乳
白

24.503.60-21.07

第四紀更新世琉球層群。
石灰岩砂礫層。
全体的に砂礫分主体。
GL-23.55m～23.95m間は3～15cm程
のコア採取。

シルト
混じり
砂礫

淡
灰

26.902.40-23.47

第四紀更新世琉球層群。
細砂状呈す。
礫はφ2～30mm程度。

礫混じ
りシル
ト質砂

乳
褐

第四紀更新世琉球層群。
シルト分優勢で細砂分や粘土分を
混入する。
含水比は高位。
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26.902.4023.47

30.853.95-27.42

第四紀更新世琉球層群。
シルト分優勢で細砂分や粘土分を
混入する。
含水比は高位。

砂
質
シ
ル
ト

乳
褐

45.3514.50-41.92

第四紀更新世琉球層群。
石灰岩砂礫。
全体邸にφ2～40mm程度の砂礫状
。
礫肌面に酸化サビ色呈すところ多
い。
シルトや細砂を所々に多めに挟む
。
礫は脆くハンマーで叩くと容易に
割れる。

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

淡
褐
～
乳
褐
～
淡
褐

51.506.15-48.07

島尻層群泥岩の風化部。
固結粘性土。
所々に礫径5～10cm程度のシルト
岩片を挟む。

風
化
泥
岩

灰
～
暗
灰

53.451.95-50.02

第三紀島尻層群。
泥岩。
N値≧50
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岩
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ボーリング柱状図

調  査  名 地質・測量・磁気探査等調査業務委託

事業･工事名

ボーリングNo.

シートNo.
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ボーリング名 B-3 調査位置 浦添市伊奈武瀬地内 北  緯 26°14’58.7331"

発 注 機 関 浦添市役所 調査期間 2019年6月11日～2019年6月20日 東  経 127°45’15.6635"

調査業者名
株式会社 イーエーシー

電話（098-942-0085）
主任技師 荒本直俊

現　場
代理人

荒本直俊
コ　ア
鑑定者

松本幸光
ボーリン
グ責任者

池宮 真

孔口標高
EL

+3.29m
試 錐 機 YBM-05

ハンマー
落下用具

半自動落下装置

総掘進長 60.39m エンジン ヤンマーＮＦＤ９ ポ ン プ ＳＲ－５５
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3.703.70-0.41

埋土。
島尻粘性土主体。
石灰岩礫2～30mm程度を混入する
。

埋土、
礫混じ
り粘土

褐
灰

9.605.90-6.31

海浜性砂礫。
サンゴ礫や枝サンゴ礫主体。
シルト分混入。
貝殻片や腐植物を混入する。
所々で砂分混入。

シ
ル
ト
質
砂
礫

乳
褐

17.708.10-14.41

第四紀更新世琉球層群。
石灰岩砂礫層。
全体的に砂礫状で採取される。
各深度毎の採取コア長を下記に示
す。
10m～11m = 最大コア長25cm
11m～12m = 最大コア長5cm
12m～13m = 最大コア長5cm
13m～14m = コア長5cm～10cm程度
14m～15m = コア長5cm～10cm程度
部分的に粗砂分混入。
礫肌面はサビ色を呈す所多い。

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

淡
黄
褐
～
暗
褐
～
乳
褐

21.003.30-17.71

第四紀更新世琉球層群。
石灰岩層。
各深度毎のRQDを下記に示す。
18m～19m = 26.6%
19m～20m = 97.0%
20m～21m = 66.0%
亀裂面はサビ色呈しハンマーで叩
くと容易に割れる。

石
灰
岩

乳
褐

第四紀更新世琉球層群。
砂分及び細砂分主体。
所々でφ5～10cm程の礫分を混入
する。
部分的にシルト分を多く混入する
。

礫
混
じ
り
シ
ル
ト
質
砂

乳
褐
～
淡
灰

2.46
6/20

1.45

1.15
6 11 7 24

30
24

2.45

2.15
1 2 2 5

30
5

3.45

3.15
1
20

1 2
30

2

4.45

4.15
11 7 6 24

30
24

5.45

5.15
5 4 4 13

30
13

6.45

6.15
5 5 14 24

30
24

7.45

7.15
2 1 1 4

30
4

8.45

8.15
8 8 6 22

30
22

9.45

9.15
12 10 6 28

30
28

10.45

10.15
15 12 10 37

30
37

11.45

11.15
5 4 8 17

30
17

12.45

12.15
3 4 3 10

30
10

13.45

13.15
10 20 13 43

30
43

14.55

14.15

3 1
30

4
40

4

15.45

15.15
2 1 1 4

30
4

16.45

16.15
20 8 8 36

30
36

17.45

17.15
3 4 4 11

30
11

18.40

18.15
11 23 16

5
50
25

50

19.00
19.00 50

0
50
0

50

20.00
20.00 50

0
50
0

50

21.45

21.15
4 4 4 12

30
12

22.45

22.15
3 4 3 10

30
10

23.45

23.15
9 10 8 27

30
27

24.45

24.15
7 7 5 19

30
19

25.45

25.15
2 5 4 11

30
11

26.45

26.15
3 5 2 10

30
10

27.45

27.15
4 3 4 11

30
11

28.45

28.15
5 6 5 16

30
16

29.45

29.15
6 6 8 20

30
20



27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

32.0011.00-28.71

部分的にシルト分を多く混入する
。

ル
ト
質
砂

淡
灰

49.0017.00-45.71

第四紀更新世琉球層群。
砂礫層。
全体的に砂礫分主体。
部分的に砂分を多く混入する。
全体的な礫のコア長は2～10cm程
度。
GL-36m～37m間では最長コア20cm
程度。
所々で亀裂面にサビ色呈す。

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

淡
黄
褐
～
淡
灰
～
乳
灰
～
乳
褐

57.508.50-54.21

島尻層群泥岩の風化部。
固結粘性土。
所々に礫径5～10cm程度のシルト
岩片を挟む。
N値強度に若干のバラツキがある
。

風
化
泥
岩

灰
～
暗
灰

60.392.89-57.10

第三紀島尻層群。
泥岩。
N値≧50を連続で示す。
非常に硬い。
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ボーリング名 B-4 調査位置 浦添市伊奈武瀬地内 北  緯 26°14’58.731"

発 注 機 関 浦添市役所 調査期間 2019年6月11日～2019年6月20日 東  経 127°45’19.5465"

調査業者名
株式会社 イーエーシー

電話（098-942-0085）
主任技師 荒本直俊

現　場
代理人

荒本直俊
コ　ア
鑑定者

比嘉順昌
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グ責任者
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総掘進長 55.35m エンジン ヤンマーＮＦＤ９ ポ ン プ ＳＲ－５５
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3.803.80-0.51

埋土。
島尻粘性土主体。
高塑粘土。
含水比は高め。

埋土、
礫混じ
り粘土

灰

6.752.95-3.46

海浜性砂礫。
サンゴ礫や枝サンゴ礫主体。
シルト分混入。
貝殻片や腐植物を混入する。
GL-5.45m付近海砂混入。

シルト
質砂礫

乳
褐

9.602.85-6.31

第四紀更新世琉球層群。
石灰岩層。
各深度毎のRQDを下記に示す。
7m～8m = 27.7%
8m～9m = 14.6%
亀裂面はサビ色呈す。
GL-8.5m付近粘土分挟む。

石
灰
岩

乳
褐

10.801.20-7.51

第四紀更新世琉球層群。
軟らかい粘土。
礫分混入。

礫混じ
り粘土

褐

15.004.20-11.71

琉球層群。
岩塊状と砂礫状の互層呈す。
礫はφ2～40mm程度。
短棒状コアで採取。

石
灰
岩

乳
褐
～
乳
白

16.651.65-13.36

琉球層群。
石灰岩礫を混入する砂質土。
粗砂分主体。

礫混
り砂

乳
褐

22.005.35-18.71

第四紀更新世琉球層群。
石灰岩層。
各深度毎のRQDを下記に示す。
10m～11m = 最大コア長14cm
11m～12m = 47.0%
12m～13m = 61.0%
13m～14m = 69.0%
14m～15m = 70.0%
亀裂面は黒灰色呈す。

石
灰
岩

乳
褐
～
乳
白

第四紀更新世琉球層群。
礫混じりシルト状呈す。
全体邸にシルト分優勢で細砂分を
混入する。
含水比は高め。
φ2～30mm程度の礫分混入。
所々で細砂分を多めに混入する。
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31.009.00-27.71

含
φ2～30mm程度の礫分混入。
所々で細砂分を多めに混入する。

シ
ル
ト

淡
灰
～
淡
褐

41.6010.60-38.31

第四紀更新世琉球層群。
シルト混じり砂礫状呈す。
全体的砂礫状呈す。
コア長は2～30cm程度。
部分的に砂分を多く混入する。

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

灰

46.304.70-43.01

第四紀更新世琉球層群。
石灰岩層。
各深度毎のRQDを下記に示す。
41.6m～42m = 18.1%
42m～43m = 56.1%
43m～44m = 23.0%
44m～45m = 64.7%
45m～46m = 25.0%

石
灰
岩

灰

50.804.50-47.51

第三紀島尻層群泥岩の風化部。
固結粘土。
低含水比で硬い状態にある。

風
化
泥
岩

灰
～
暗
灰

55.354.55-52.06

第三紀島尻層群。
泥岩層。
調査地の基盤層
N値≧50を連続で示し、低含水比
で非常に硬い。
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ボーリング柱状図
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ボーリング名 B-5 調査位置 浦添市伊奈武瀬地内 北  緯 26°14’57.4322"

発 注 機 関 浦添市役所 調査期間 2019年6月20日～2019年6月27日 東  経 127°40’17.1039"

調査業者名
株式会社 イーエーシー

電話（098-942-0085）
主任技師 荒本直俊

現　場
代理人

荒本直俊
コ　ア
鑑定者

松本幸光
ボーリン
グ責任者

池宮 真

孔口標高
EL

+3.35m
試 錐 機 YBM-05

ハンマー
落下用具

トンビ法

総掘進長 55.42m エンジン ヤンマーＮＦＤ９ ポ ン プ ＳＲ－５５
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4.654.65-1.30

埋土。
島尻粘性土主体。
石灰岩礫2～30mm程度を混入する
。

埋土、
礫混じ
り粘土

灰

7.002.35-3.65

海浜性砂礫。
珊瑚礁礫主体。
貝殻片混入。
砂分混入。

シルト
混じり
砂礫

乳褐～
淡灰

10.903.90-7.55

第四紀更新世琉球層群。
石灰岩層。
各深度毎のRQDを下記に示す。
7m～8m = 45.0%
8m～9m = 69.0%
9m～10m = 43.1%
10m～11m = 56.0%

石
灰
岩

乳
褐

18.908.00-15.55

第四紀琉球層群。
石灰岩層。
全体的に砂礫分主体。
部分的に岩塊状呈す。

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

淡
黄
褐
～
乳
褐
～
乳
白

29.0010.10-25.65

第四紀更新世琉球層群。
礫混じりシルト質砂状呈す。
全体的に細砂及び中砂状。
GL-20.45m～20.70m間で3～8cm程
の短棒状コア採取。
GL-21.70m～21.80m間で褐色粘土
分挟む。
所々で2～30mm程度のシルト岩混
入。

礫
混
じ
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シ
ル
ト
質
砂

乳
褐
～
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～
淡
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第四紀更新世琉球層群。
粘土状呈す
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り砂質

淡
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29.0010.10-25.65

30.501.50-27.15

第四紀更新世琉球層群。
粘土状呈す。
30mm以下のシルト岩混入。

礫混じ
り砂質
シルト

淡
褐

31.901.40-28.55

第四紀更新世琉球層群。
砂質土。

礫混じ
りシル
ト質砂

淡
褐

45.9014.00-42.55

第四紀更新世琉球層群。
シルト混じり砂礫状。
砂礫分主体で細砂やシルト分混入
。
GL-37.55m付近5cm程のコア採取。

GL-38.70m付近3～8cm程のコア採
取。
GL-41m以深はφ20mm以下の礫分主
体。

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

淡
灰

52.806.90-49.45

第三紀島尻層群。
泥岩の風化部。
固結粘土状呈す。
砂岩礫を少量混入する。

風
化
泥
岩

灰
～
暗
灰

55.422.62-52.07

第三紀島尻層群。
泥岩。
N値≧50を連続で示し非常に硬い
。
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ボーリング名 B-6 調査位置 浦添市伊奈武瀬地内 北  緯 26°14’56.1334"
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調査業者名
株式会社 イーエーシー

電話（098-942-0085）
主任技師 荒本直俊

現　場
代理人

荒本直俊
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鑑定者
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ボーリン
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玉城　真
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試 錐 機 YBM-05
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半自動落下装置

総掘進長 55.28m エンジン TF9OV-E ポ ン プ SX551
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5.555.55-2.35

埋土。
上部は50cm程は褐色粘土。
全体的に島尻粘土による埋土。
石灰岩砂礫混入。
含水比はやや高め。

埋
土
、
礫
混
じ
り
粘
土

灰

8.002.45-4.80

海浜性砂礫。
上部は砂分混入。
礫は珊瑚礁礫。

シルト
混じり
砂礫

乳
褐

11.003.00-7.80

第四紀更新世琉球層群。
砂礫状呈す。
最大コア長は10cm程度。

シルト
混じり
砂礫

乳
白

15.004.00-11.80

第四紀更新世琉球層群。
砂礫状及び岩塊状呈す。
各深度毎のRQDを下記に示す。
11m～12m = 0%
(最大コア長9cm)
12m～13m = 29.6%
13m～14m = 42.4%
14m～15m = 40.4%
多孔質石灰岩。

石
灰
岩

乳
白
～
乳
褐

23.808.80-20.60

第四紀更新世琉球層群。
全体的に細砂状呈す。
部分的にφ2～10m以下の礫分混入
。
GL-17m付近は礫分を多めに混入す
る。
含水比は高位。

礫
混
じ
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シ
ル
ト
質
砂

淡
褐
～
灰
褐

第四紀更新世琉球層群。
シルト分優勢で細砂分を混入する
。
含水比は高位
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23.808.80-20.60

26.002.20-22.80

第四紀更新世琉球層群。
シルト分優勢で細砂分を混入する
。
含水比は高位。

礫混じり
シルト

淡
褐

27.001.00-23.80

第四紀更新世琉球層群。
細砂分優勢で小礫分やシルト分混
入。

礫混じ
りシル
ト質砂

淡灰

35.608.60-32.40

第四紀更新世琉球層群。
砂礫分優勢でシルト分や細砂分混
入。
礫は石灰岩礫でφ2～40mm程度。
部分的に細砂や礫分を多めに混入
する。

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

淡
褐

43.908.30-40.70

第四紀更新世琉球層群。
砂礫分優勢でシルト分や細砂分混
入。
礫は石灰岩礫でφ2～40mm程度。
部分的に細砂や礫分を多めに混入
する。

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

淡
褐
～
淡
灰

48.804.90-45.60

第三紀島尻層群。
泥岩の風化土。
固結粘土。
含水比は低位で非常に硬い。
GL-47m、48m付近のN値若干低下。

風
化
泥
岩

灰

55.286.48-52.08

第三紀島尻層群。
泥岩。
調査地の基盤層。
上部に砂岩礫を少量混入する。
N値≧50を連続で示す。
泥岩新鮮部で低含水比で非常に硬
い。
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4.054.05-0.81

埋土。
島尻粘性土主体。
石灰岩礫2～30mm程度を混入する
。

埋土、
礫混じ
り粘土

灰

6.602.55-3.36

海浜性砂礫。
サンゴ礫や枝サンゴ礫主体。
シルト分混入。
貝殻片を混入する。
下位は海砂。

シルト
質砂礫

暗灰～
緑灰

8.001.40-4.76

石灰岩。
RQDは
6.60m～7.00m = 62.5%
7.01m～8.00m = 84.8%

石灰岩
褐
灰

8.450.45-5.21
琉球層群。
石灰岩砂礫状。

砂礫 褐灰

15.006.55-11.76

第四紀更新世琉球層群。
岩塊状。
各深度毎のRQDを下記に示す。
8.45m～9.00m = 63.6%
9.02m～10.00m = 38.7%
10.02m～11.00m = 63.6%
11.08m～12.00m = 43.4%
12.03m～13.00m = 53.6%
13.02m～14.00m = 89.7%
14.01m～15.00m = 87.8%
15.45m～16.00m = 47.2%
亀裂面は灰色呈す。

石
灰
岩

乳
褐

16.001.00-12.76

砂礫層。
礫径2～40mm程度。

砂礫 乳褐

18.002.00-14.76

礫混じり粘土層。
高塑性粘土。
含水比は高位。

礫混じ
り粘土

淡
灰

18.900.90-15.66

砂礫層。
礫径2～40mm程度。

砂礫 灰

23.004.10-19.76

礫混じり粘土層。
高塑性粘土で高含水比。
軟らかい。

礫
混
じ
り
粘
土

褐～淡
褐～淡
灰

25.002.00-21.76

シルト質粘土層。
粘性土主体でシルト分混入。
高含水比で非常に軟らかい。

シルト
質粘土

淡
灰

27.502.50-24.26

シルト質砂層。
細砂分主体。
高含水比で非常に軟らかい。

シルト
質砂

淡
褐

29.602.10-26.36

礫混じり粘土層。
粘土分主体で礫径2～30mm程土混
入。
含水比は高位。

礫混じ
り砂質
シルト

淡褐～
暗褐
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27.502.50-24.26

29.602.10-26.36

礫混じり粘土層。
粘土分主体で礫径2～30mm程土混
入。
含水比は高位。

礫混じ
り砂質
シルト

淡褐～
暗褐

32.002.40-28.76

礫混じりシルト質砂層。
砂分主体でφ2～40mm程度の礫分
混入。

礫混じ
りシル
ト質砂

淡褐～
淡灰

43.9011.90-40.66

第四紀更新世琉球層群。
全体的に砂礫状呈す。
礫径は2～40mm程度。
部分的に砂分を多く混入する。

シ
ル
ト
混
じ
り
砂
礫

淡
灰
～
緑
灰

51.507.60-48.26

第三紀島尻層群泥岩の風化部。
固結粘土。
N値強度に若干のバラツキがある
。
含水比は低位で硬い。

風
化
泥
岩

灰
～
暗
灰

55.353.85-52.11

第三紀島尻層群。
泥岩。
N値≧50以上を連続で示し非常に
硬い。
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